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【本領域の目的】 

 化学の究極目標の一つは、あらゆる元素の絶対配

置と相対配置を制御し、元素間の結合を自在設計す

ることにある。したがって、周期表の約 8 割を占め

る金属元素について、金属中心の絶対配置や非対称

性を制御することは、新しい物質科学を拓くための

重要な鍵となる。  

 本研究領域は、金属元素ならびにその配位圏を立
体制御、反応、物性発現の場と捉え、金属錯体にお
ける非対称配位圏の設計・合成と異方集積化法を理
論・実験・計測により開拓することを目的とする。
すなわち、金属錯体の配位圏の分子レベル制御に基
づき、金属錯体およびそのナノ マイクロレベルの
集積化により得られる集積型錯体や配位空間におい
て、構造や電子状態の非対称性・キラリティーを構
築する方法論を開拓することにより、新しい学理「配
位アシンメトリー」を創出する。具体的には、プロ
キラル金属錯体の不斉誘起などを含むキラル金属錯
体の構築法、ならびにアシンメトリック構造集積の
ための新手法などを確立し、構造・機能・物性の異
方性や指向性を有する新機能分子・材料へ展開する。
「配位アシンメトリー」は、配位化学を基盤とする
物質創成研究に新機軸を打ち出し、有機化学におけ
るキラル物質化学と双璧を成す新学術分野を拓く。 
 

【本領域の内容】 

 本研究領域では４つの研究項目を設定し、理論・

実験・計測グループの有機的連携体制をとりながら

研究を推進する。 

 研究項目 A01（分子アシンメトリー）：金属中心の

非対称配位圏の設計・合成法を確立し、溶液、結晶、

界面における非対称金属錯体の構造、物性、反応性、

動的挙動を分子レベルで解明する。 

 研究項目 A02（集積アシンメトリー）：分子からマ

イクロサイズにおよぶ配位・ナノ金属材料のマルチ

スケール自己組織化により、非対称集積構造を構築

する方法論を開拓する。 

 研究項目 A03（空間アシンメトリー）：配位結合

の柔軟性、方向性、電子状態を活用した非対称空間

を構築し、指向性・異方性空間機能の増幅や動的制

御を目指す。 

 研究項目 A04（電子系アシンメトリー）：機能単

位である金属錯体やナノ結晶を、非対称配位子によ

る架橋や非対称界面・空間による転写等で異方集積

し、この集積構造に特異なキラル物質変換、キラル

物性、指向性電子機能の創出を目指す。 

 これらの項目において、各計画研究を補強する理 

論ならびに実験的研究、複数の計画研究を横断する

研究、本領域の基盤技術や連携組織を活用する研究

の公募を行う。 

 

【期待される成果と意義】 

 本領域研究により、非対称配位圏の設計法やマル

チスケールの異方集積化法に関する新しい学理が創

出され、その分子構築や階層構造構築に関する基礎

概念が、配位化学のみならず、物質創成に関わるあ

らゆる分野に浸透し、パラダイムシフトをもたらす

であろう。構成単位となる金属含有物質の全原子の

絶対配置と相対配置を合理的に設計し（単位設計）、

それらが集積するときの相対位置を精密に制御する

こと（集積設計）により、独創的な新物質群が具体

化される。このような化学の根幹を見据えつつ、「配

位アシンメトリー」という配位化学の最も核となる

部分に軸足を置き、あらゆる関連分野を俯瞰して挑

戦的融合研究を強力に推進したい。 

 また、本領域研究により、異分野間の共同研究、

国際共同研究、国際ネットワーク形成が促進され、

俯瞰的な視野と複数の専門性を持つ国際的に第一級

の若手研究者が育成されると期待される。 

 
【キーワード】 
配位アシンメトリー：金属錯体の非対称配位圏の設
計・合成と異方集積化の基盤となる理論と原理 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 
  1,168,000 千円 
 

【ホームページ等】 
http://asymmetallic.jp 

  shionoya@chem.s.u-tokyo.ac.jp 
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